
市民憲章
わEくしe'5は、利侵I11と手賢沼にtJこまれg然と歴史には

ぐくまれ疋我孫子orfiE主です。
わEくしEちは、田富事育文化都市をめざす市民としての諮

りをもち、明日への隠いをこめて、ここに市民軍章を定めます。

*-と録と主のに高いがいっぱいの住みよいあびこにします

。と体在意Eえ生き生吉と歯き伸びゆくあびこにします

老人在大切にし手どもの事を育て幸せ8あぴこにします

ふるさとを量し文化在高め聾11駐車ぴこにします

みん草で話しあいきまりを守り、明るいあぴこにしま菅
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北部地区
水害対策

昭
和
両
謀
議

2
扇
定
例
4

芳
同
聞
か
れ
、
汚
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
旬
議
案
ガ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
あ
、
指
恕
員
の
定
筆
言
関
す
る

条
耐
聞
は
否
決
さ
れ
ま
し
だ
。
可
決
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

置
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
圏
工
事
諦
負
契
約
の
締
結

執
行
体
印
刷
の
充
実
強
化
を
図
る
た
(
似
牝
)
殺
孫
子
市
A
H
住
宅
京
技

的
、
市
長
部
局
の
職
員
定
数
を
、
6
係

r
B団
地
建
設
工
事
(
本
体
仁
事
)

2
0
人
か
ら
6
4
2
人
に
、
数
点
円
委
の
請
負
に
つ
い
て
、
止
の
通
り
契
約

民
会
事
務
防
同
1
5
4
人
か
ら
1
5
を
締
結
し
ま
し
た

6
人
に
、
消
防
本
部
お
よ
ひ
消
防
活
本
契
約
金
制
3
佑
5
0
0
万
円

同
1
1
1
人
か
ら
1
1
5
人
に
m
H
*
契
約
ぃ
刀
法
指
名
校
争
入
札

し
た
も
の
の
こ
れ
に
よ
り
、
市
職
民
*
契
約
相
手
品
告
山
凹
保
共
同

第

2

年

目

に

あ

た

る

今

年

度

は

さ

ら

家

、

つ

く

し

野

の

3

本

の

排

水

路

が

合

の

定

数

は

9

7

3

人

と

な

り

ま

し

た

勺

企

業

体

日
・
年
度
は
5
事

業

の

完

プ

め

ざ

す

に

訟

抗

告

一

同

日

刊

し

は

?

詩

炉

心

配

一

九

1
M
M
吋
持
紅
一
、
一
時
点
同
時
間
主
的
委
託
に

北

部

地

区

内

水

害

は

、

絞

東

太

郎

・

刊

か

年

計

千

山

で

約

四

叫

億

円

の

予

算

を

見

区

内

雨

水

管

布

設

③

興

人

地

反

つ

く

は

大

き

な

効

果

を

も

た

ら

す

も

の

と

し

6

号

様

織

断

部

分

で

伏

一

曲

一

止

つ

い

て

、

止

の

通

り

契

約

を

締

結

し

刊
恨
川
が
た
び
た
び
決
壊
し
て
お
こ
し
込
ん
で
い
ま
す
。
第
1
矧
(
昭
和
同
年

L
針

山

川

町

拡

悩

④

天

王

古

都

市

下

水

て

期

待

さ

れ

ま

す

。

く

主

っ

て

い

た

た

め

、

一

市

消

防

出

第

一

μ
分
間
(
目
立
品
機
)
ま
し
た
の

た

洪

水

と

は

刊

両

日

一

事

な

り

ま

す

0

1

印

年

度

)

、

第

2

則

一

同

日

1

1

日

年

路

市

同

道

6

号

線

の

横

断

管

き

ょ

の

拡

幅

②

の

興

人

地

反

の

雨

水

休

日

布

設

は

、

水

の

流

れ

を

悪

く

し

、

一

を

嵐

H
す
る
た
め
に
、
山
初
同
日
目
的
*
契
約
金
飢
4
陪
6
5
0
0
万
円

道
路
の
舗
装
や
宅
地
化
な
と
に
よ
っ
度
)
第
3
期
(
同
同
1
訂
年
度
)
の
3
⑤
同
下
水
路
下
流
部
分
の
刻
版
全
妄
1
6
2
m
に
わ
た
っ
て
点
径
U
i

抜

本

地

医

な

と

に

水

害

一

定

数

を

2

7

9

人

か

ら

2

6

6

人

に

本

拠

約

h
法
指
名
税
争
入
札

て
、
雨
水
が
い
っ
ぺ
ん
に
排
水
路
に
集
期
に
分
け
、
慨
に
暫
定
工
事
と
し
て
の
①
の
洪
本
謁
存
地
は
並
木
小
の
待
。
u
m
の
ヒ
ュ

i
ム

管

を

山

内

設

す

る

も

の

を

発

生

さ

せ

て

い

た

も

一

ψ
わ
し
ま
し
た
o

本
契
約
制
子
京
葉
制
民
(
株
)
一

中
し
て
し
ま
う
た
め
に
お
こ
り
ま
す
J

P

草

木

型

車

、

興

人

地

区

の

話

罪

一

期

工

f終
了
。

2
に

堀

り

で

、

8

月

初

め

に

着

工

と

な

り

手

。

君

、

改

善

し

よ

う

と

一

審

雲

健

康

保

険

税

条

例

の

一

部

普

通

路

線

の

変

更

一

こ
れ
は

H

都
市
明
水
害
H

と

い

わ

れ

、

か

さ

上

げ

工

事

、

金

菱

僑

河

咋

勾

配

修

下

け

、

揮

さ

4

m

、

凶

桜

約

5

0

0

0

③

は

同

じ

く

興

人

地

区

を

流

れ

る

つ

す

る

も

の

で

す

。

一

世

正

本

道

路

新

政

に

円

い

、

従

前

向

路

幼

時

一

全
日
出
品
地
て
毎
年
、
床
上
浸
水
な
ど
の
正
工
事
、
組
一
人
ポ
ン
フ
場
ポ
ン
プ
噌
設
問
、
洪
水
時
に
は
約
7
0
0
0
?
の
雨
く
し
野
川
を
現
況
M
m
か
ら
6
m
に
材
現
ル
刊
行
わ
れ
て
い
る
↑
地
万
悦
法
寺
の
一
郎
を
改
正
す
る
を
変
川
記
す
る
た
め
に
提
案
さ
れ
ま
し
↑

妓

I
Zも
た
・
り
し
て
い
る
の
で
す
。
工
事
ゃ
っ
く
し
野
川
一
部
拡
幅
工
事
を
木
町
内
田
能
力
会
」
持
つ
池
に
生
ま
れ
変
わ
幅
ー
す
る
も
の
で
す
。
今
秋
か
ら
工
事
に
の
は
仮
設

L
Pで
、

7

一

法

作

か

こ

と

し

ヨ

月

刊

日

公

レ

附

さ

れ

た

一

市
で
は
日
正
ほ
か
ら
北
部
地
区
本
書
終
了
し
、
洪
水
調
停
池
内
築
造
、
ド
八
五
り
ま
す

c

こ
れ
は
学
校
フ

l
ル

加

こ

分

と

り

か

か

り

ま

す

。

月

中

旬

か

り

本

体

工

事

一

た

こ

と

に

作

い

、

従

来

さ

れ

ま

し

た

亙

工

事

請

負

契

約

の

締

結

一

対
策
強
備
軒
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
古
都
市
下
水
路
国
道
6
号
線
険
断
管
き
の
水
量
に
匹
敵
し
ま
す
。
④
天
1
2
古
都
市
下
水
路
間
道
6
サ
掠
に
と
り
か
か
り
ま
す

U

一
地
字
の
区
壇
お
よ
び
そ
の
名
称
の
変
市
江
川
同
化
中
学
校
校
合
同
引
換
I
ド
一

た
n

佳
品
川
対
象
は
6
3
5
へ
ク
タ
ル
リ
ょ
の
拡
山
崎
支
打
っ
て
き
ま
し
た
巴
』
木
小
周
辺
地
区
N
H
K
H
土

台

、

久

年

横

断

符

き

ょ

拡

似

て

事

は

、

同

水

路

い

か

⑤

天

王

古

都

市

下

水

一

一

里

一

本

体

J
竺
の
請
負
に
つ
い
て
、
一

i
i
1
1
3
j
i
l
t
-
F
i
j
p
F
i
j
i
-
-
i
j
j
p
F
i
j
i
j
z
F
i
j
i
-
-
i

路
の
下
流
部
分
(
謝
料
v

一
上
地
改
良
小
止
め
地
行
に
H
H
い
、
止
の
通
り
契
約
高
村
し
ま
し
た
一

か
っ
ぱ
音
頭

8
月
4
日、

5
日

一

叫

が

は

け

い

一

い

岐

川

M
U
M
M仁
村
山
川
れ
わ
い
い
い

h
N

一

じ
火
大
会
は

8
月
5
日

に

一

し

て

い

ま

す

一

犯

す

る

た

川

告

さ

れ

ま

し

た

主

約

制

子

上

村

L
出

塁

比

一

一

以

g
i
の

桜

山

田

ト

卒

業

は

い

す

れ

も

印

年

沈

、

天

王

古

都

市

下

水

路

品

料

品

主

主

一

面

一

工

事

一

請

負

契

約

の

締

結

川

企

業

体

一

号

隠

音

頭

犬

舎

湖

北

官

犬

舎

3

一

度

中

に

干

し

ま

す

。

び

成

2

2

3

1

流

栄

一

市

υ
車

山

小

学

芸

品

主

観

工

事

請

負

契

約

の

締

結

一

V

R時
8
H
4
日
(
土
)
5
日

V
日
程

ε
y
k
日
一
日
)
1
日
一
域
作
、
止
郎
地
区
は
1
時
間
に
お
J

M

川
地

K
に
川
水
口
一
m
約
l
万
6
0
0
υ
一
ド
(
本
体
工
事
)
の
誠
負
に
つ
い
て
、
調
核
地
準
法
一
そ
の
2
)
仁
U
P
町
一

(

日

)

午

後

7

時

か

ら

山

時

ま

で

(

月

)

、

H

日

系

)

…

の

降

雨

か

あ

る

と

主

的

危

険

に

さ

ら

主

主

主

主

事

完

Z
一
点
手
誌
を
締
捕
し
ま
し
た
。
昔
に
つ
い
て
、
止
の
と
お
り
詰
一

V
場
所

E氾
グ
ラ
ノ
ド

V
場
所
湖
北
駅
北
口
広
場
‘
…
さ
れ
ま
す
か
、
第
一
間
計
両
か
逆
行
さ
似
ほ
か
化
部
地
区
主
主
口
患
の
た
一
五
軒
怠
4
1
h
i
2
0
0
万
円
を
締
結
し
ま
し
た

J

m

雨
天
的
場
合
は
中
止

V
催
し
か
っ
ぱ
音
頭
大
会
ほ
カ
…
れ
ま
す
と
約
叫
ん
よ
川
に
の
え
ら
れ
め
に
、
で
き
る
限
リ
の
予
は
が
品
じ
ら
一
*
契
約
五
法
指
名
競
争
入
札
本
契
約
全
削
1
時
2
9
5
υ
v
M
川
一

号

隠

音

頭

文

章

蝿

布

佐

山

富

夫

舎

…

る

ょ

っ

に

な

り

ま

す

(
i
o
o戸
の

誌

れ

一
一
角
調
整
池
は

7
0
0
0
ト
ン
の
貯
水
能
力

い
よ
い
よ
台
風
、
大
雨
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
こ
こ
紋
奪
、
市
は
た
び
た
び
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
昭
和
弱
年
の
台

E
U

号、

U
年
の
旬
号
、
そ
し
て
肝
年

7
月
の
ヒ
ョ
つ
を
伴
っ
た
大
雨
は
並
木
、
興
人
、
久
寺
家
な
ど
市
北
部
地
区
を
中
山
に
甚
大
怠
彼
霧
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
こ
の
だ
め
市
で
は
、
同
池
区
の
水
蓄
を
根
絶
し
よ
う
と
U
年
に
、
北
部
地
区
水
害
対
策
襲
備
計
画
L

を
打
ち
出
し
ま
し
だ
。
刊
か
年
立
わ

だ
る
こ
の
計
画
の

2
年
自
に
あ
た
る
舎
年
度
は
6
億
3
0
0
0
万
円
の
予
算
を
か
け
℃
、
洪
水
調
蓮
池
の
築
造
、
異
人
地
区
の
潟
水
管
布
設
、
同
地

区
つ
く
し
野
川
の
甑
倍
、
さ
ら
に
天
王
台
都
市
下
水
路
国
道
6
号
線
横
街
臨
聞
き
ょ
の
銘
憾
お
よ
び
下
流
部
分
の
銘
錨
怠
ど
を
行
い
ま
す
。

守;270-11手足f"-ニr-r有主主f晶子 1858

乞"047l( 8 5)1 1 1 1 

ぞ草輔蹄属まつり

断酷
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編
号
銘

道
き

国
管

④
Z
 F

 

一
行
、
同
じ
く
本
占
仁
川
M
ま
さ
れ
て

濁着唱と進む水害対策聞

o~n は 59年度中に

終了する工事

職
員
定
数

9
7
3
人
に

M
M

議
案
が
可
決

'"最大貯留能力7000~ンを有する誤整池を築造
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第6，~ 1号

楽しい夏休みの
小
中
学
生
内
公
M
5
2
九
、
お
た
ち
は
校

マ
場
一
賄
事
叫
ん
会
館
地
帯
2
・
3
会
議
主

V
対
象
小
山
ナ
佼
4
年
告
を
か
り
中
学
設

V
定

員

知

名

V
申
込
方
法
筏
筏
ハ
品
々
々
に
い
世
一
地
、

氏
名
、

A
T
校
名
、
や
年
、
認
説
明
務
号
を

記
入
i
7
Hけ
い
山
口
一
会
v
ま
で
に
、
我
孫

子
1
0
0
3
5市
災
泌
総
統
銭
前
九
校
山
市
川
附

〈
入
場
燃
料
)

V
悶
M
帥
吋

y
月
日
出
日
〈
金
~
ー
開
削
殴
や

陣地
1
叫
付
制
分
か
い
り

2
時
部
分

2
協同制

午
総
3
時
か

h
3
時
加
分

V
議
所
市
民
会
館
第
4

6
会
議
議

wv
対
象

i
殺
か
ら
日
成
く
い
り
い
ま
で

V
内
容
人
即
刻
「
と
り
か
え
っ
干
ご

「
は
だ
か
の
王
さ
ま
L

ほ
か

麗罷の話

グ
点
目
色
d

の
保
険
証

お
持
ち
で
す
か

W
7

パ
ス
の
護
行
ハ
絞
東
パ
ス
V
7
m
n幻

自
市
役
所
続
出
は
午
線
9
時
ま
で
r子
会

ど
お
り
双
刊
行
“
』
小
委
総
q
d
枠
内
枯
休
刊
誌
一
小

動
U

制制釘

7
月
白
日
…
。
↓
0
4
V

鳴
門
↓
日
~
日
〉
川
村
山
川
、
そ
の
絞
め
路
線
は
一
千
数
ど
お
り
“

e宙
干
潟
巡
行
止

7
月
れ
帥
H
A
i崩、

7
m
n
m“
お
術
後
続
山
総
市
山
は
ふ
淑
総
務
然
治

…
下
れ
決
公
開
閉
泌
り
)
ぽ
午
か
ら
午
後
そ
の
的
問
的
同
時
的
燃
で
ん
γ
州
問
9
峨
村
山
品
川
期
的
狭

山

山

締

法

℃

出

向

f
絞
殺
棋
倒
と
会
る
パ
ス
は
却
時
L
H
L
ま

7
絢
丹
波
日
H
A
S蹄
一
日
中
、

A
E
C

す
が
、
都
約
Q
4
時
か
ら
午
後
山
何
時
ま
小
、

〈
代
ぷ
子
総
か
ら
駅
前
十
巾

rm)
午
前
は
小
す
べ
て
絞
殺
鈴
子
感
謝
崎
勝
~
務
に
よ
リ

9
的
知
八
万
か
ら
午
後
山
山
崎
ま
で
、

G
i

川
崎
(
打
と
な
り
ま
す
。

正
〈
ぬ
H
仇
帆
榊
院
総
絞
か
り
仏
州
本
線
ル
ヤ
山
川
前
)
〈
剛
開
業
絵
滋
パ
ス
V
7
R
nれ
閉
口
平
常
u
y」

守山間
A

旬
、
持
鈎
分
か
ら
午
後
日
時
ま
で
、
お
り
遂
げ
α
7
R
n
a午
泌
9
持
部
分

正
1
F
(鈴
本
熊
本
山
口
前
か
ら
消
防
腎
か
ら
午
後
凶
時
ま
で
は
鈴
木
塁
本
市
守
山
間

交
絞
る
け
)
正
午
か
い
リ
午
後
、
3

時
加
分
、
先
手
引
と
な
り
ま
す
が
、
ロ
時
間
分
発
、

G
i
p
(持
取
録
保
持
か
ら
山
小
)
午
日
時
日
一
汁
発
、
日
持
品
分
発
は
淫
徐
に

後
7
持
か
ら
8
持

田

分

ま

で

な

り

ま

す

g

ま
た
総
合
で
、
ど
ヲ
し
で
も
山
閣
制
叶
付
開
山
窓

口
に
米
ら
れ
な
い
万
件
日
、
同
閉
ま
で
電
紛

で
ご
泌
総
く
だ
き
い
。

む
な
お
‘
関
係
削
慨
を
盆
即
納
し
て
い
て
も

新
し
い
径
豊
島
支
品
刊
し
ま
す
。
ま
た

何
ら
か
の
漆
由
で
間
即
日
開
校
の
納
付
が
滋

っ
て
い
る
鳴
合
は
、
納
税
方
法
に
つ
い

て
抱
談
に
応
じ
ま
す

E

wv
問
い
合
わ
せ
間
関
係
年
全
習
時
間
協
同
開
問
問

交通報に気をつけ子
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日
本
脇
突
の
予
防
接
種

~t 

八
壌
神
社
繋
私
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県
民
の
日
制
定
者
説
う

多
彩
に
、
東
葛
齢
的
地
域
記
念
式
典

罵
書

Za

式
盛
ハ
で
は
、
ま
ず
お
出
知

J

.

恥
騒
騒
事
、
後
沼
市
長
が
あ
い
き
つ

u

醸
繍
歯
科
眠
い
て
昭
市
内
小
総
楽
部
が
吹

聾
鵬
奏
楽
芸
者
を
州
議
。
こ
め

醐
翻
臨
鵬
後
‘
知
事
一
一
行
M
M

子
山
内
川
市
公

闘
鰻
鵠
醐
綴
に
向
か
い
す
々
々
屯
ど
抑
制
ル

麗
磁
瀬
棚
念
日
航
州
問
ψ
U
H
い
ま
し
点
。

麗
鴎
鵬
一
お
ろ
が
雪
山
警
は
、

約
級
機
輔
没
阪
市
出
絞
め
鴻
j
ぷ
梢
胤
や
災

醗
欝
脇
醐
孫
子
出
火
ワ

J

ー
ん
と
州
問
符
似
刊

臨
臨
臨
臨
灘
間
閥
的
合
同
開
オ

i
ケ
ザ
ヘ
ト
ラ

い
い
よ
る
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
i
iと
多
即
時

な
協
し
。
口
ヒ

i
で
問
問
時
州
内
附
航
さ
れ
た

さ
く
ら
の
名
所
写
真
後
や
む
び
勺
ニ
リ
ン

、
〆
ケ

写
真
は
、
手
賞
沼
公
閣
閣
で
詑
怠
片
慢
出
喝

を
行
う
沼
田
a

明町村即事

有様111の堤誌が

播強されました
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火
山
内
総
紋
下
流
、
ん
舟
山
出
川
問
先
内
川
崎

山
間
の
川
崎
ぶ
湾
北
工
事
い
炉
、
ぷ
…
た
む
完

了
し
ま
し
た
れ
こ
こ
は
昨
年
、

川
町
年
と
間
判
脳
同
問
叫
が
鳴
門
小
問
水
位
を
大
き

く
上
川
削
っ
た
訟
に
、

4
か
所
的
総
本
山
桝

一
叫
か
発
見
き
れ
た
胤
雪
山
吋
ふ
の
時
一
は
渋

川
附
問
問
民
的
続
準
ん
が
ふ
小
川
、
ペ
7
6
6
4
0

依
を
使
っ
て
水
防
工
泌
を
行
い
、
M

問中併

を
紋
や
限
に
く
い
と
仇
れ
ま
し
た
令

今
川
則
的
工
事
は
明
内
鴨
川
凶
設
問
山
閉
山
川
子

山
胤
が
い
務
所
が
3
山町
4
1
0
0
U
M
m門
的
工

統
合
校
仁
、

M
時代
1
0
0
6
d
i
ト
ル

に
わ
た
っ
て
災
ぬ
し
た
も
め

φ

ニ
れ
か

ら
の
れ
胤
シ
ー
ズ
ン
じ
向
か
っ
て
句
が

ど
公
心
ー
と
い
っ
た
と
こ
ろ
て
す
。

面
台
風
に
鍛
え

一

四

水

防

演

習

8
月
1
日
(
水
一
午
前
9
時
か
ら
、
1
2
H

戸
地
先
内
科
出
川
堤
幼
で
、
約
十
市
と
合

同
で
消
防
戦
民
、
州
川
叫
州
内
討
に
よ
る
水

防
副
山
内
を
行
い
ま
す
山
L

甘
さ
ん
丹
見
学

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
~
一
出
下
ヘ
決
行
」
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語
器保年金諜年金{系間い合わせ

M
W
M
叫
年
品
取
の
当
熱
加
入
設
で
、
保
険

料
約
納
付
が
対
難
な
万
は
、
守
例
制
秘
的
知
ザ

仰
は
日
山
氏
写
会
探
検
料
免
除
申
淡
必
ヒ
を

川
崎
市
し
ご
く
幻
怒
い
。

川
部
川
川
が
V
H
し
く
銀
投
科
が
約
め
ら
れ

な
い
と
い
っ
て
免
徐
申
必
も
サ
ヂ
、
そ

の
ま
ま
ま
納
に
し
て
お
ぐ
と
‘
将
来
、

主
齢
年
余
は
も
ち
ろ
ん
溶
一
門
事
政
の

と
き
守
も
、
総
将
棋
会
品
、
同
時
f
年
金
な

ど
が
公
け
い
り
れ
な
〈
も
り
ま
す

J

ふ
の

よ
う
五
ニ
と
が
な
い
よ
う
‘
船
体
、
れ
が

納
め
ら
れ
な
い
ぢ
は
、
市
役
所
存
分
M
M

に
免
除
め
申
請
殺
を
州
問
的
し
て
く
だ
さ

い
企
山
中
挑
み
刑
制
改
は
、
市
役
所
年
ふ
れ
M
m

お
よ
ひ
品
'
ゑ
山
い
い
あ
り
ま
字
終
山
川
は

7
H
り
抗
日
ま
で
で
す

六
悶
民
年
金
標
札
一
一

ι

豆
長
岬
河
川
校
一
企

同
時
附
闘
が
千
点
協
議
会
で
辻
、
県
川
町
内
出
関
日
間
年
金
保
鋒
セ
ン
タ
ー
コ
ぞ
と
ば

ω…
災
芸
撃
に
対
す
る
票
率
的
ー
が
、
竿
4
月
に
オ
ー
ブ
ン
し
、

る
た
め
、
次
の
と
お
り
問
問
問
何
年
念
総
統
す
で
に
多
く
の
方
が
利
問
問
怒
れ
て
い
ま

や
」
募
集
し
ま
す
恥
ふ
る
っ
て
よ
応
答
く
す
ロ
協
同
山
手
数
殺
滋
セ
ン
タ
ー
位
、
出

ど

さ

い

a

口

比

千

泣

い

い

交

し

て

い

る

ト

々

と

芋

前

を

V
議
線
制
期
間
同
8
R月
1
日
か
ら
8
月
U
M
受
け
て
い
る
主
や
そ
の
家
族
が
‘
抹
殺
-

H
~
消
印
宿
効
)
ま
で
俗
的
な
ど
に
利
用
す
る
H
n
品
川
で
総
て
ら

wv
作
品
内
容
岡
山
託
尋
金
約
附
駄
に
対
す
れ
た
総
設
で
す
。

る
四
時
徐
州
主
ぬ
め
る
も
め
て
回
開
訴
に
は
コ
々
と
ぼ
う
し
は
、
府
内
総
叫
の
一
同
日

「
附
脳
川
氏
隊
会
一
ま
た
は
「
年
金
」
の
字
に
総
て
ら
れ
た
3
階
建
て
の
テ
ラ
ゾ
ク

い
り
ゆ
え
れ
、
自
作
未
発
表
の
も
の
。
ス
な
畿
内
制
。
結
婚
式
場
や
わ
ん
本
指
げ
を
一

世

V

応
募
方
注
作
品
は
1
人
主
的
…
以
内
u

望
で
き
る
浴
凶
句
会
議
療
、
ブ
;
ん
主

官
製
ハ
ガ
キ
を
使
用
し
‘
総
所
也
氏
名
、
ど
が
=
官
織
さ
れ
て
い
ま
す
明

性
別
、
年
航
跡
、
絞
殺
を
明
記
の
こ
と
a
V
所
継
地
内
W
2
9
9
i
M
叩
夷
照
射
附
綿

V
路
線
仲
町
〈
$
2
6
0
i
引
千
葉
術
中
間
際
相
以
4
4
2
f
的
問
(
同
位
外
的
防
総

場
開
ー
の
I
f
葉
県
同
国
民
年
余
協
総
会
開
拭
昌
綜
吹
か
ら
タ
ク
シ
i
で
約
ヨ
分
川

山
院
と
文
化
に
つ
い
て
‘
給
力
的
叫
に
ゐ

丈
を
発
表
し
て
き
と
。

一
品
的
人
々
が
ホ
燃
や
間
判
明
な
ど

で
y
y
凡
な
に
お
労
し
れ
九
か
、
私
た
ち

ょ
山
続
出
明
党
し
で
/
タ
ー
や
我
開
始
市
山
山
叫
川
和
凡
ゼ
ノ
タ
i
へ
は
、
結
成
当
は
い
紺
い
り
な
い
で
生
き
る
こ
E
も
で
き

f
m
文
化
を
守
る
会
、
さ
ら
に
は
千
代
初
か
ら
入
会
。
一
我
伝
子
を
一
法
邸
内
地
ま
ず
じ
し
か
し
そ
れ
を
知
る
こ
と
で

は
み
ハ
附
ク
ル
1
7
い
い
事
総
ナ
る
も
し
だ
似
2
d
止
め
て
符
勺
て
き
必
の
が
い
川
部
前
。
見
る
指
さ
も
迷
っ
て
く
る
も
の
u

い

広
い

γ

出
動
そ
続
け
て
い
る
か
そ
れ
わ
な
じ
か
文
化
め
な
も
の
に
触
れ
た
か
っ
わ
日
立
体
的
な
入
役
世
咲
き
ら
れ
る

か
ら
得
た
体
験
が
、
九
州
文
内
泌
処
に
依
た

h

以
来
、

F
山
H
m
を
研
究
対
象
に
気
が
し
ま
す
。
と
い
う
。
寸
出
会
主

下
い
に
沼
代
力
、
り
間
引
代
ま
す
内
務
ま
れ
(
一
一
重
一
鞍
)
で
、
日
伐
の
中
で

脊
っ
た
」
か
り
と
、
山
内
よ
り
も
N

就い

て
い
る
の
が
、
r
H
炊
山
総
緩
や
ね
岐
川
内

法
的
ー
ひ
と
り
H
V
と
り
が
乱
坊
の
凶
り

め
向
け
品
加
を
改
め
て
礼
点
す
こ
と
か
火

拐
で
は
ら
い

総
昧
辻
、
や
は
り
凶
燃
と
齢
制
れ
合

ワ
山
絞
り
、
万
点
、
仙
川
匂
主
い
と
ベ
ま

ゥ
た
〈
的
行
ゾ
ブ
流
」
と
い
う
帥
匂
は
‘

ぶ
線
的
文
ぷ
た
よ
り
で
も
お
な
じ
み
吟

判
明
知
持
年
日
月
、
川
闘
い
山
部
会
総
没
が
い
場
合
か
あ
り
ま
す
中
た
と
え
ば
、
過

党
U
止
し
、
わ
か
以
は
凶
災
皆
年
会
的
時
半
山
い
い
鋭
的
年
金
総
伎
に
加
入
し
た
こ
と

代
と
な
サ
ま
し
た
い
よ
い
よ
お
齢
化
が
な
い
お
歳
以
上
内
主
は
、
こ
れ
か
ら

技
会
を
也
、
ぇ
、
千
世
は
任
後
的
気
鋭
に
加
入
子
続
き
を
し
で
か
か
%
、
ず
削
叩
品
開
料

辛
く
て
は
な
ら
会
い
も
の
と
な
〉
て
い
を
納
め
て
も
、
給
部
め
納
付
期
間
が
な

ま

す

く

記

録

年

殺

が

受

け

h

れ

ま

せ

ん

g

山
間
M
代
卸
小
金
に
は
、
問
中
生
年
令
な
と
は
い
ω
伐
に
な
っ
た
ト
々
、
厚
生
年
金
な
ど

か
め
年
金
吋
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
小
川
地
の
年
金
制
度
を
や
め
た
ぢ
は
マ
す
〈

設
か
ら
泊
汲
ま
で
の
む
て
ろ
川
内
内
に
依
国
民
年
金
的
犯
人
予
付
制
各
を
i
て
く
だ

所
の
あ
る
ト
々
は
す
べ
て
加
入
す
る
こ
と
さ
い
う

に
な
り
て
い
ま
す
o
m
民
年
金
に
い
出
入
¥
1
1
1
j
j
i
i
l
e
i
-
-
jノ

し

ふ

芸

名

言

語

完

治

安

一

抱

強

事

清

涼

…

;

;

ー

市
営
け
た
期
間
同
を
人
口
わ
せ
て
悶
杯
以
上
に
…
-
d
i
g
-
1
.べ

主
れ
ば
、
出
版
か
主
的
主
主
総

7
月
間
日
家
で
に

さ
れ
ま
ナ
し
か
し
い
柑
入
内
手
続
き
が

t叫
同
年
'
r
b
」
S
L
け
ら
れ
な

事
自
黙
と
と
も
に
生
き
る

山
m
M
パ
5
0
0
h
人
中
古
川
を
日
記
念
し
、

i
t
:
l
i
l
、
t
j
s
l
》

山
町
て
は
的
存
ぶ
幻
二
れ
カ
円
グ
ト

T
荒
川
町
を
与
え
る
」
士
一
ア
?
に
み

文
杢
核
集
し
た
ニ
め
品
交
コ
/
ク

;
る
で
、
ト
N
h
J
r
之
10、ィへ
5
2

パソ
V

仰と

J

j

j

f

a

t

-

P

G

F

一

'
ミ
に
で
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主蒋5後i著書毛並主まつりを81'ヲ26日(聞

にねいます。通事主主疋'5スタッフ改

して議まつりに務総しまtさんだ。

フフマチニヱ戸パンド毒事0:::Jンワ一一

トそそ予定していさまザのマとお幾多告主義

務1<1:，謹認して〈主ささい。

惨皇室銭安主 主主主系ミ子市幾総選抜作講義

海内言語fう主主慾誌をまつり実行繁華議会

総哀惜87-0513

而m吠悦ンタ由理整j

19民 7.16 (的

直Et聖翠謹望動[重--亙豆:童五;記
P>B9事 8月ヨ〈受注〉からろの{お} 砂B喜善 7問23B(Fヨ〉イ干潟Q時30

午商ag草寺30分から午後39寺泊分 分丈?ら午後3善寺:耳目分 CiE午から午

紗機所 要譲渡銀総風土むfi

歩主主象 ゆき学さIc5ffi'1， (…般さきょとf

小学δ壬宇佐も司、 要警手軽?∞口問〉

~符惨事語 ヂ干さ当、簿記湾要望、タオ

jし、 重重手、 主義こンピY、狭湾

~$し)ðみ・問い合わt主

立房総長義走塁己の丘情合ヰ76号5-3126

画開塑(J)壁璽j
B砂量豊新華署員喜 善干1'j]後3立;i}!:30書道主主

後守幸寺裁で!晶体数〉

惨事器開時 浴役所ぽ綴

験問い合わt室 経主主諌

直瓦み訟と予の議語教護i
霊童約襲撃で俗、小学生とおおきさん

口議言語の上李主主蓄をい方、言韓議50つ

校11るしくみ、車皇室醤毒事者正予定して

いますα ヅルーブ℃院予し込みな

~霊聖E目線科

Eヨの1 直ijtJら15ω直言さまで 砂診し込み・罪悪い会わせ殺王子、ミ子

診実態総書量類 暴露議室志 野局総務窓、 震範幸迫撃言語長議室設重量諜官84告1(お

センタ←でi手、総統ほささ℃幾襲撃 写機くでライカ級)1手各2議室およびE歪

農産の診器安譲襲、 受1寸後3ままi之，p号の言語

いといで、 60歳以上の男女で綴

療お滋鎮定の医科五五察毛聖書室討3寄付1

1;1:務総lこなれをま考人

惨護霊絡先・隠しミ会わtま (社)致孫

子市シ)f.，1¥…人材ノザ一事務総

iIlサッカ…協会で!季、主主B"l'2二 世-S9-22凶

エスティパjしそのいま可。

~B事者 71'ヨ26Eヨくフド〉午商号10碕 小学2主主主主空室長に喜重体み翼語録ゅの

険会話苦渋本火災海iニヅラウンド 入室塁線綴校募集L>添<10

歩入場料 火入反応刻、中学受 500 ~議事革党 e 問い言語草:>t主

強輔噛噛
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炉拐事事 を臼中露草雪ぐ普賢E主主芸大‘綴 砂関い会Pt空 機敏膏jラ3議議事課

期学援護大言語告書〉、1::::7フJ翠米野緒子 E047223-4係3
普奇 妙基準習盛 *長子、鈴警務級交浩一 膨仰一宮 ... -可♂:::-'~L'~蘭震

f語表軽量'J¥機 3 よりうjくてフ下さい

*高室長予言幸 e 三三襲警繁華喜一 r生霊ぐ

銭広主盤、 fまに〉の主義綴J より

r謀議関空恵.At!L*お凶器主太郎喜善・ 2三 | 好球iニヒー口…!お古らなし」

を欝苦手話主ゐ fヴ レ の然主主 j 全日長 ! 大切なのは、チームプレ…だ。

b癒務総 長華料〈幼児はご至察署露経) I 災人軍隊tまも応援した長率扇'ff

b罪事い合わせ 後3嘉子合議語表霊堂、 | 総アニメです。

[際ぞう重量〈主主当礎差益主〉護主将官84- I p>日符 7 H28日(幻 1li>IITiE 'r' 

6明日 I 2 [ii]悶午後 3時騨]i高

「て一一…~-一……一一一一円 I~入器華料 九OOf'l (全お詩的)
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3議o語、隊長繁体操〈悶慾i詣〉、喜重機 I~入機数発売所 *弓賀書約*~t 

総量克 111からが牟ダイエ 我孫子1.5* 7

~白隠 Y月298CED正午 iックススズキ*笠井て害総本石HlI手
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砂壁書い合わゼ ズーブンハウスの l 閃君主言説ij~仁台分館本 J普段会書官1'1主主
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炉問~\念Ptt 渡辺官邸校辺自

~持軍事車内容 弱言語、繁務、家添読書軍事
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